








に関する研究」において、2015年 4月 1日から 2018年 3月 31日までを研究期間として進めた。





























































































































































































































































　2018年 7月 7日（土）、共同研究の 3年間の成果報告会として第 4回共同研究フォーラム「再
考 アチック・ミューゼアムの水産史研究―＂ハーモニアス・デヴェロップメント＂の実像―」を
実施した。
　フォーラムは 4つの内容で構成した。第一は、研究代表者の加藤幸治による「Ⅰ 問題提起」で
あり、「アチック・ミューゼアムの水産史研究における『問題意識の多様性』と『同時代的な布
置』」と題して、フォーラム全体の趣旨と共同研究のプロジェクトの概要説明を行った。第二は、
「Ⅱ アチック・ミューゼアムの同時代的な布置」と題して、「渋沢水産史研究室による水産史研究
の歴史的背景について」（宮瀧交二）、「戦前の地方農村青年をとりまく思想的・社会的状況につい
て」（今井雅之）、「未完の筌研究にみる渋沢水産史研究室の調査法」（加藤幸治）の三つの報告を
行った。
　午後は、第三の内容で「Ⅲ 水産史研究室の同人らにみる問題意識の多様性」と題して、「渋沢敬
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三と魚名研究―その特徴と学史的意義―」（安室知）、
「桜田勝徳の志賀島採集のハコフグの剝製について」
（増﨑勝敏）、「宮本常一による昭和 10年代民俗調査の
足跡」（佐藤智敬）、「山口和雄の網漁業研究にみるア
チック・ミューゼアム時代の水産史研究の位置づけ」
（磯本宏紀）、「祝宮静の豆州内浦漁民史料調査にみる
水産史研究の展開」（葉山茂）、「楫西光速の塩業研究
にみる渋沢水産史研究室の経済史学的一面」（星洋
和）、「戸谷敏之の問題関心にみる魚肥研究の位置づ
け」（今井雅之）、「伊豆川浅吉の捕鯨研究と鯨肉食通
信調査」（佐藤麻南、東北学院大学大学院文学研究科・博
士前期課程）の報告をそれぞれ行った。
　最後に「Ⅳ コメント・ディスカッション」とし
て、共同研究メンバーである揖善継と、国際常民文化
研究機構の別の共同研究（一般）「民具の機能分析に
関する基礎的研究」の代表をつとめる神野善治氏と何
人かのメンバーからコメントを得た。そして、登壇者
全員がならび、会場を交えてのディスカッションと
なった。
　アチック・ミューゼアムが、水産史研究を推進して
いった背景として、戦時体制特有の問題や政策、対外
的な関係や資源の確保、時代特有のイデオロギー等
が、渋沢敬三の研究と水産史研究室のメンバーの調査
活動に、どのような影響があったのかが、議論の的と
なった。本フォーラムで提示したこうした「同時代的
な布置」は、単に学問とナショナリズムの議論に回収
されないかたちで、いかに近代史および学術研究の歴史に位置づけるかも論点として浮き彫りとな
り、年度末に刊行予定の最終報告書（本書）の作成の重要な論点を得ることができた。
3．本報告書の構成について
　本報告書には、共同研究「戦前の渋沢水産史研究室の活動に関する調査研究」の研究メンバーそ
れぞれが、具体的に明らかにした同人の事績や、渋沢水産史研究室の研究方法についての検討を収
録した。また、今後のアチック・ミューゼアム研究に資するため、未公開資料の翻刻や紹介等も意
識的に掲載した。
　「アチック・ミューゼアムの水産史研究における「問題意識の多様性」と「同時代的な布置」
は、渋沢水産史研究室の活動の全体像を紹介しつつ、本報告書の意図を明示する役割を担ってい
る。＂水産史研究の同時代的な布置＂のテーマには、宮瀧交二「渋沢敬三による水産史研究の歴史
的背景について」と今井雅之「戦前の地方農村青年をとりまく思想的・社会的状況について」、加
藤幸治「未完の筌研究にみるアチック・ミューゼアムの調査法」の三本で構成する。宮瀧は歴史学
の観点から戦前・戦中の研究をめぐる同時代的状況について概観し、今井はアチック・ミューゼア
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共同研究の経緯
ムの活動に参画した青年たちの思想形成と彼らの社会的位置について考察する。加藤はアチック・
ミューゼアムが何度も活用した郵便を用いた通信調査の手法について紹介し、未公開資料である神
奈川大学日本常民文化研究所、および国文学研究資料館所蔵「筌調査票」の翻刻を掲載した。この
翻刻作業は、神奈川大学日本常民文化研究所が行い加藤が監修した。
　水産史研究室同人の＂問題意識の多様性＂のテーマには、以下の研究ノートを掲載した。安室知
「渋沢敬三と魚名研究―その特徴と学史的意義―」は魚名研究を水産史研究にとどまらない民俗学
の方法論に関わる問題として位置づけ直すことから見えてくるものを考察している。あわせて未公
開資料として神奈川大学日本常民文化研究所所蔵「魚名調査票」資料を掲載している。磯本宏紀
「山口和雄の網漁業研究にみるアチック・ミューゼアム時代の水産史研究の位置づけ」は、水産史
研究室のなかでも日本水産史を視野に研究に取り組んだ山口和雄の戦前の研究実践について明らか
にしている。増﨑勝敏「桜田勝徳採集のハコフグの剝製について」は、もっとも精力的にフィール
ドワークを行った同人のひとりである桜田勝徳の具体的な調査研究について紹介している。葉山茂
「祝宮静の豆州内浦漁民史料調査にみる水産史研究の展開」では、『豆州内浦漁民史料』刊行後も内
浦の史料整理と調査を継続した祝の研究について紹介している。佐藤智敬「宮本常一による昭和
10年代民俗調査の足跡」では、渋沢敬三自身の研究テーマを調査や資料収集の面から支えた宮本
の戦前の調査の実態に迫る。今井雅之「戸谷敏之の問題関心にみる魚肥研究の位置づけ」では、志
なかばで戦死した戸谷の経済史研究の意義について紹介している。星洋和「楫西光速の塩業研究に
見る渋沢水産史研究室の経済史学的一面」は、アチック・ミューゼアム、そして戦後の塩業研究に
おいて中心的な役割を果たした楫西の調査研究について紹介している。佐藤麻南「伊豆川浅吉の捕
鯨研究と鯨肉食通信調査」は、捕鯨と鯨肉の分配に関わる伊豆川の研究の全体像を紹介し、未公開
の流通経済大学図書館所蔵「鯨肉に関するアンケート回答」の翻刻を掲載している。
　しかし、これら渋沢水産史研究室の同人らの具体的な記述のみが成果なのではない。「水産史研
究の同時代的な布置」と「問題意識の多様性」というふたつの課題にたどり着いたこと自体が、三
年間の共同研究の最大の成果であるというのが、研究代表者としての筆者の率直な実感である。渋
沢敬三が謳った＂ハーモニアス・デヴェロップメント＂が生み出すものは、＂問い＂の発見であ
る。それは人文学の可能性であり、現代の私たちがアチック・ミューゼアムから受け継ぐべき研究
態度であろう。
